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要約：日本母性保護産婦人科医会（日母）では、全国レベルでの先天異常モニタリングを病院ベース

での調査により実施しているが、1998 年１月から１２月までの間にモニタリングされた出産児総数

96,303例における調査からは、奇形児出産頻度は1.50%であり、例年の先天異常児の発生率と比較し、

心室中隔欠損が最も多く、ついで口唇・口蓋裂、ダウン症、水頭症、動脈管開存等が高頻度発生奇形
であった。

若干の頻度上昇がみられたがこれらの頻度上昇には、新たに加えられた心奇形マーカー報告の増加が

関与している可能性が高く、全体集計では心室中隔欠損が最も多く、ついで口唇・口蓋裂、ダウン症、

水頭症、動脈管開存等が高頻度発生奇形であった。さらにここ数年間の動向をみると、ダウン症、水

頭症、等に増加傾向が認められている。

日本母性保護産婦人科医会が行う全国規模の先天異常モニタリングは薬剤、環境因子をはじめとした
様々な催奇形因子の存在する現代社会においては今後も先天異常モニタリング、サーベイランスを行

うことは極めて重要なことである。

見出し語；先天異常モニタリング、全国病院ベース調査、先天異常サーベイランス

研究目的： における先天奇形発生状況を検討した。対象は在

日本母性保護産婦人科医会（日母）では、北 胎週数満２２週以降の出産児の、出産後７日以内

海道から沖縄にいたる全国約 270医療機関の協 に確認された外表奇形が主であり、日母外表奇形

力を得て、1972年より外表奇形児の発生状況を 等調査表（資料添付）により、症例の検討を行っ

継続的に調査し、特定の先天異常が多発した際、 た。

その原因を究明し、先天異常発生因子の検討を
行うとともに、その予防、予知に役立てる目的 研究結果：

で病院ベースのモニタリングを行っている。こ 日母外表奇形等調査；1998年１月１日より、19

れらのモニタリングの報告は横浜市立大学医学 98年12月31日までに出産した外表奇形等調査結果

部附属市民総合医療センターに設けられた、国 から先天異常児は、出産児総数 96,303児のうち

際クリアリングハウスモニタリングセンター日 1,449児(1.50%)であった。本調査により全国出生
本支部において集計され、日本母性保護産婦人 児の約10%を把握、モニターしたことになる。

科医会の協力のもとに同センターにおいて詳細 また近年の傾向として妊娠中に診断される先天

な分析、検討を行っている。さらに、ここで得 異常症例が増加しており、1998年度の症例におい

られた分析結果は世界保健機構(WHO)の NGO(非 ては全1,449児のうち、556児(38.4%)が出生前に

政府機関)の一組織である国際先天異常監視機 診断されている。各外表奇形の内訳等については

構 (International Clearinghouse for Birth 表ー１にまとめてあるが、心室中隔欠損が最も多
Defects Monitoring Systems, ICBDMS)に集め く、ついで口唇・口蓋裂、ダウン症、水頭症、動

られ、世界先進25カ国に設置された同様のモニ 脈管開存等が高頻度発生奇形であった。

タリングシステム機関からの情報とあわせ、世 心臓の先天異常をみると、心室中隔欠損、動脈管

界規模レベルで分析・検討され、先天異常発生 開存、心房中隔欠損、ファロー四徴症、大血管転

状況の把握、またその予知・予防に役だってい 位、大動脈狭窄が頻度３０以上に入り、心臓の先
る。今回は1998年度における日母外表奇形等調 天異常は318件（全先天異常のうち13.8%）で口唇

査の報告を行うとともに、新たに加えられた心 ・口蓋裂199件(8.6%)を上回った。

奇形マーカーの調査結果をあわせ検討した。 一方、この２７年間の動向に着目すると、ダウ

ン症、水頭症、尿道下裂、二分脊椎に増加傾向が

研究方法： みられた（図１－９）

日本母性保護産婦人科医会（日母）外表奇形
等調査により、全国約 270の分娩取り扱い施設
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考察： ５．住吉好雄、清田明憲、田中政信、田辺清男

日母調査における先天異常児の発生状況は、 平原史樹、

1998年度のモニタリング集計分析からも例年の 我が国における無脳症とダウン症候群の疫学、

結果に同様の傾向を示したが1997年より新たに 産婦人科の治療、68:101-106, 1994

心奇形マーカーを調査項目に加えたこともあり、 ６．平原史樹、住吉好雄、山中美智子、安藤紀
これらの心臓の先天異常の報告が従来に比し増 子、平吹知雄、沢井かおり、清田明憲、田中政

加し、結果として全体の奇形率の若干の増加と 信、佐藤孝道、坂元正一、

なったものと思われる。しかしながら、これら 日本母性保護医協会外表奇形等調査の分析なら

の変動が調査手法の変更による人為的なものか、 びに、胎児異常診断、先天異常診断、先天異常

真の増加か、を十分慎重に見極める必要があり 児出生後のケアーに関する調査の検討、

さらに監視体制を整え追跡する必要があると考 平成５年度厚生省心身障害研究報告書、
えられた。 264-268,1994

また、ここ数年間の変動傾向がみられている ７．平原史樹、住吉好雄、山中美智子、安藤紀

ダウン症については、同じく、鳥取県、石川県 子、平吹知雄、沢井かおり、清田明憲、田中政

においても増加傾向が認められ、神奈川県にお 信、佐藤孝道、坂元正一、

いては1999年の報告には増加が認められた。こ 日本母性保護産婦人科医会外表奇形等調査の分
れらの傾向の原因としては診断法の変化、管理 析ならびに、内科合併症母体より出生した外表

治療体制の整備、などの因子が関与しているも 奇形児の検討、

のと考えられるがその詳細は不明である。一方 平成６年度厚生省心身障害研究報告書

水頭症は日本母性保護産婦人科医会調査におい 216-218, 1995

て増加傾向がみられているが、超音波診断法の ８．平原史樹、住吉好雄、水口弘司、朝倉啓文

進歩によるものと推定される。さらに、尿道下 田中政信、坂元正一、日母外表奇形等調査の分
裂についてはいわゆる環境ホルモンとの関連性 析ならびに妊娠早期超音波診断に関する検討、

が話題となっているが日本母性保護産婦人科医 平成７年度厚生省心身障害研究報告書、

会先天異常モニタリングでもここ２－３年の増 180-181, 1997

加傾向がみられるほか、石川県、神奈川県にお ９．平原史樹、住吉好雄、田中政信、朝倉啓文

いても増加傾向がみられ、今後慎重な調査・監 水口弘司、
視体制の維持が必要と考えられた。 先天異常モニタリング、産婦治療、

いずれにせよ、現代の環境をとりまく多種多 74:466-472, 1997

様な因子は、いつどのような形で催奇形因子と 10．住吉好雄、平原史樹、水口弘司、田中政信

して影響を与えることになるか常に万全の監視 先天異常モニタリング、産婦治療、

体制を整えることが重要である。過去にサリド 75:87-94, 1997

マイドという薬害の悲劇を味わった我々には先 11．平原史樹、神経管奇形の発生と動向
天異常モニタリング、さらにはサーベイランス こども医療センター医学誌、28:193-196, 1999

は極めて重要なことであり、今後も厳重な監視 12．平原史樹、住吉好雄、鈴木恵子、松本博子

を行うこととしたい。 山中美智子、田中政信、本多洋、坂元正一、

本邦における先天異常発生の状況とその推移、
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